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令和７年度 第３回 津駅周辺道路空間再編検討委員会 

議事要旨 
 

 

１．日 時 令和 8年 3月 16日（月） 15:30～ 

 

２．場 所 三重河川国道事務所 3階 災害対策室 

 

３．委 員 別紙のとおり 

 

４．議 事 

１）津駅東口広場周辺必要性整理を踏まえた機能強化の方向性について（三重河川国道事務所） 

２－１）路上カーシェアリングの社会実験について（三重県） 

２－２）歩道拡張案の検討について（三重県） 

３－１）津駅周辺基盤整備推進に係る各種計画への反映について（津市） 

３－２）津駅西口駅前広場再整備について（津市） 

３－３）津駅周辺整備に係る先導的な官民連携導入可能性調査について（津市） 

・その他事項 

 

５．委員からの意見 

１）津駅東口広場周辺必要性整理を踏まえた機能強化の方向性について 

（主な意見） 

・津駅とリニア開業との連携については、どのように考えているか。 

⇒現時点、リニア三重県駅の開業予定地や開業時期は示されておらず、具体的な検討は実施

していない。今後、検討の熟度が増していく中では、リニア三重県駅との連携についても

検討していきたい。【事務局】 

・津駅東口は、特に若者が滞留できるような空間が不足していると感じる。ぜひそのような

空間を確保し、賑わいを創出できるような駅前空間としていただきたい。 

・現在需要が増加している公共交通機関を補完するようなモビリティ（乗合タクシーなど）

についても、乗り入れることができるように事前に計画すべきである。 

・収益施設とは具体的にどのような施設を示しているのか。 

⇒飲食施設や物販施設を始めとする、収益の発生が見込まれる施設を示している。【事務

局】 

 

２-１）路上カーシェアリングの社会実験について 

（主な意見） 

・カーシェアリングの総数は増加したのか。 

⇒1日あたりの利用回数が減少しているわけではないため、純増していると考えられる。【事

務局】 

⇒カーシェアリングの取組は引き続き積極的に推進すべきと考えられる一方、公共交通利用

が減少しては本末転倒であるため、うまく調整しながら推進する必要がある。 
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２-２）歩道拡張案の検討について 

（主な意見） 

・歩道空間拡張について、東口の検討状況とうまく連携しつつ、賑わいの創出に関する取組

は引き続き継続していきたい。【事務局】 

・どのようにより具体的な地域のニーズ（歩道の利活用に向けた）を拾い上げていくかは引

き続き調査が必要である。 

・駅東口は高潮浸水想定区域にかかっている中で、県道部の防災力の強化といった視点も持

って整備を進めていただきたい。例えば、貯留機能の強化なども考えられるのではない

か。 

⇒基本的には、避難することが最優先であるべきと考えている。駅上部空間への避難を円滑

にできるような整備や体制について、検討していきたい。【事務局】 

 

３-１）津駅周辺基盤整備推進に係る各種計画への反映について 

・特に意見なし・ 

 

３-２）津駅西口駅前広場再整備について 

（主な意見） 

・明らかな不適切な駐車車両（長時間駐車など）については、どのように対応していくの

か。 

⇒注意喚起看板等や監視カメラを設置し、十分に適正な利用を促していきたい。【事務局】 

・将来的には、駅前広場は公共交通を優先とすべきであり、自家用車は可能な限り除外でき

るとよい。 

・駅からペデストリアンデッキを整備される場合は、県道 津関線まで延伸いただきたい。 

通勤・通学利用者の移動の円滑性・安全性の向上、車両の渋滞緩和など多様な効果が考え

られる。 

・計画されているタクシー乗降場は、現在の規定に基づくと考えるが、そうすると特定の  

2社のみしか待機できないこととなる。その点についてはどう考えているのか。津支部に 

は相談が無かったため、引き続き調整されたい。 

⇒津駅西口駅前広場については近畿日本鉄道と協定を締結しており、基本的には協定に基づ

いた協議を実施し、検討していくことなる。【事務局】 

 

３-３）津駅周辺整備に係る先導的な官民連携導入可能性調査について 

・特に意見なし・ 

  

 ・その他事項 

（主な意見） 

  ・シェアサイクルは非常に優れた移動手段である。事業として定着させることができるよ

う、官民連携して継続いただきたい。 

  ・すべての駐輪場について、一時利用できるようにした方が良いのではないか。 

⇒今後、運営事業者が確定した段階で、利用者のニーズを調査し、適切な運用方法について

検討していきたいと考えている。【事務局】 

 

以 上
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別紙 


